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１ 地形・水理地質概要 

 

(1) 地形概要 

栃木県は、関東平野の北辺部に位置し、南北に長い楕円形となっている（図－１１）。

概略的な地形は、山地と平地に二分され、山地は、関東平野の地下水に対する重要な涵

養源と考えられる。 

山地は中央部の鬼怒川地溝帯を挟むようにして、東側に八溝山地、西側に足尾山地や

下野山地が分布している。東西の山地に挟まれた中央平地部は、県の中央に南北方向に

帯状に分布し、その南部は足尾山地の南縁に沿って広がっている。 

平地は、地形的には丘陵、台地、低地に区分される。丘陵地は、那須岳の裾野の高久

丘陵や箒川の南に広がる喜連川丘陵がみられる。高久丘陵は那珂川から県境までの地域

を占め、北西から南東方向に緩やかな起伏をもち、喜連川丘陵は矢板市付近から南東方

向にさくら市を経て八溝山地西麓の益子町付近までのびている。 

県の中部及び南部には、鬼怒川をはじめ利根川水系の河川に沿って、台地と低地が南

北に並行している。それらは、上位から宝積寺、宝木、田原の３つの台地と低地に区分

され、北から南に緩やかに傾斜している。宝積寺面に対比されるのは鹿沼、宝積寺の２

台地、宝木面に対比されるのは、宝木、岡本、稲毛田、藤岡の４台地、また、田原面に

対比されるのは、栃木、壬生、田原、祖母井、蒲須坂の５台地である。なお、北部の那

須扇状地は宝木面に対比される地形面である。各台地はほぼ平坦な地形となっている

が、高位のものほど開析が進行している。 

低地のうち規模の大きいものとしては、五行川沿いの五行川低地、鬼怒川沿いの鬼怒

川低地、思川沿いの思川低地、渡良瀬川沿いの渡良瀬川低地などがみられる。また、渡

良瀬川と思川の合流点付近には、渡良瀬遊水池などの大小の沼や湿地が分布している。 

 

(2) 水理地質概要 

栃木県において、地下水を胚胎する地層は第四系で、山地や一部の丘陵地を構成する

中・古生層および第三紀層などは、第四系の水理的基盤となっている。 

喜連川丘陵より南の第四系は、阿久津氏(1965)により比較的連続する礫層や含貝化石

砂層などを鍵層とし、加えて珪藻化石を検討しＡ～Ｃ層の区分が行われている。 

その後、小山市(小山１号)におけるボーリングにより、さらにＣ層より下位の地層が

Ｄ～Ｆ層に区分されている。 

図－１２に水理地質断面位置図を、図－１３～図－１７に水理地質断面図を掲載する

（「栃木県水理地質書」から抜粋）。なお、本調査では、この地質断面図を参考に帯水

層区分した。 

 

Ａ層は、山地、丘陵地を除く全域に分布し、各段丘礫層を含むほぼ一枚の連続する砂
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礫層が良好な帯水層を形成している。この砂礫層は宇都宮市付近及び小山市付近で５ｍ

前後の粘土層を挟むほか、南部ほど細粒となり、砂やシルト層が優勢となっている。 

Ｂ層は、宇都宮市の中北部を除いてはほぼ全域に分布する。この層は、粘土、砂、砂

礫層からなるが、宇都宮市から下野市北部、上三川町北部にかける地域などでは、粘土

層が非常に優勢である。 

Ｃ層は、北部では鬼怒川埋積谷に沿って分布し、宇都宮市及び鹿沼市から壬生町にか

ける地域には分布していない。粘土、砂、砂礫からなり、南部ほど層厚は増している。 

Ｄ～Ｆ層については、Ｄ層が真岡市、小山市、下妻市、古河市で、また、Ｅ、Ｆ層が

小山市、古河市で確認されている他は、その分布状況は明確でないが、鬼怒川埋積谷に

沿う南部地域に分布するものと考えられる。 

Ａ、Ｂ、Ｃ層は、いずれも南部ほど厚くなる傾向にあるが、各層中の粘土、砂、砂礫

層は、層相や層厚にかなりの変化が見られ、連続性は悪い。 

 

 

参考文献 

 阿久津純(1965)：栃木県南部の地下地質 宇都宮大学研究論集 

栃木県企画部(1983)：地下水適正利用調査業務委託（その２）報告書 

栃木県企画部(2003)：栃木県水理地質書 
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２ 精密水準測量調査地域の経過
（附属標を除く）

水準点 水準点 測量
年 度 調 査 地 域 （県） （国） 距離

５１ 「足利市、佐野市、小山市、野木町、旧藤岡町（現栃木 点 点 ㎞
市）」を対象に調査を開始した。 ８６ ２０ ２４１

５２ ８６ ２０ ２４７

５３ 「岩舟町」を対象に加えた。 ９４ ２０ ２５３

５４ ９４ ２０ ２５３

５５ 「真岡市、上三川町、旧南河内町（現下野市）、旧二宮 １２４ ３２ ３３２
町（現真岡市）、旧石橋町（現下野市）、旧国分寺町（現
下野市）、旧大平町（現栃木市）」を対象に加えた。

56～58 １２４ ３２ ３３２

59～60 １２６ ３３ ３５３

６１ 「宇都宮市」を対象に加えた。 １３８ ５１ ４１７

６２ 「栃木市、壬生町」を対象に加えた。 １４９ ５２ ４５８

６３ 「旧河内町（現宇都宮市）、高根沢町」を対象に加えた。 １６１ ５８ ５０４

元～８ １６１ ５８ ５０４

９ 「芳賀町」を対象に加えた。 １７７ ４９ ５２５

１０ １７７ ４９ ５２５

１１ １７１ ４７ ５０４

１２ 「宇都宮市、旧河内町（現宇都宮市）、高根沢町、芳賀 １５５ ２４ ４２５
町」の観測を休止した。

１３ １５５ ２４ ４２５

１４ 「宇都宮市、旧河内町（現宇都宮市）、高根沢町」の観 １６２ ４４ ４７５
測を再開した。

１５ １６２ ４３ ４７５

１６ １６３ ４６ ４７５

１７ １６４ ４６ ５１１

１８ １６４ ４６ ５２１

１９ 「旧河内町（現宇都宮市）、高根沢町」の観測を休止し １５９ ２９ ４７６
た。

２０ 「宇都宮市 」の観測を休止した。 １５０ ２４ ４０４

２１ 「真岡市、上三川町」の一部の観測を休止した。 １４７ ２２ ３９８

２２ 「下野市、上三川町」の一部の観測を休止した。 １４１ ２３ ３８７

２３ 「旧栃木市（現栃木市）、壬生町の観測を休止した。 １３５ ２６ ３９０

２４ １３５ ２６ ３６５
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３ 栃木県一級水準点

４ 地盤沈下計
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５ 地下水揚水施設に係る届出等の概要

栃木県では、地盤の沈下を未然に防止することを目的に、栃木県生活環境の保全等

に関する条例（以下「条例」という。）の一部を改正し、特定の地域において、一定規

模以上の揚水施設を設置する場合における届出等について義務付けを行った。（平成25

年７月１日全面施行）

一方、これまで、県内全域を対象に揚水施設の設置の届出等を指導している栃木県

地下水揚水施設に係る指導等に関する要綱（以下「指導要綱」という。）については、

一部改正を行い、条例の対象地域外の市町を対象に、引き続き届出等の提出について

指導を行うこととした。（平成25年７月１日適用）

以上の改正により、県内の市町のうち県南部の９市町については条例による届出等

が、それ以外の市町については指導要綱による届出等が必要となります。

手続き等
対象地域

揚水機の
届出

注１ 採取量 節水 備考

根 拠 吐出口断面積 報 告 要請

足利市、

栃木市(旧大平町、旧藤岡町）
６cm2を

条例 佐野市（旧佐野市）、
超えるもの

○ ○ △注２

小山市、真岡市、下野市、

上三川町、野木町、岩舟町

宇都宮市（旧宇都宮市）、
６cm2を

栃木市(旧栃木市）、
超えるもの

○ ○ －

指導要綱 壬生町

上記以外の市町
４５cm2を

○ ○ －
超えるもの

注１）農業用の施設で、ストレーナーの位置が地表から30ｍ未満のものは届出の対象

外です。

注２）節水要請の対象となる揚水施設は、栃木市（旧藤岡町）、小山市及び野木町にお

いて揚水機の吐出口断面積が４５cm2 を超えるものである。
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(２) 地下水揚水施設に係る届出フロー概要図

揚水施設を設置しようとする者

生活環境保全条例 指導要綱 指導要綱

【指定地域】 【Ａ地域】 【Ｂ地域】

足利市、佐野市（旧佐野市）、 宇都宮市（旧宇都宮 左記の指定地域又は

栃木市（旧大平町、旧藤岡 市）、栃木市（旧栃木 Ａ地域以外の市町

町）、小山市、真岡市、下 市）、壬生町

野市、上三川町、野木町、

岩舟町

６c㎡＜吐出口断面積 ６c㎡＜吐出口断面積 ４５c㎡＜吐出口断面積

（指定揚水施設工事開始日の30日前ま （揚水機工事開始日の30日前までに

でに市町を経由して知事に提出） 市町を経由して知事に提出）

指定揚水施設設置届出書 揚水機設置届出書

（条例第39条の３第１項） （指導要綱第８条）

設置工事 設置工事

（毎年２月末日までに （毎年２月末日までに

市町を経由して知事に提出） 市町を経由して知事に提出）

地下水採取量報告書 地下水採取量報告書

（条例第39条の７） （指導要綱第15条第１項）

栃木県生活環境保全条例に基づくその他の届出

○ 指定揚水施設を変更する場合 → 指定揚水施設変更届出書

（工事開始日の 30日前までに市町を経由して知事に提出）

○ 氏名住所を変更した場合 → 氏名等変更届出書（変更後 30日以内に市町を経由して知事に提出）

○ 指定揚水施設を承継した場合 → 指定揚水施設承継届出書（承継後 30日以内に市町を経由して知事に提出）

○ 指定揚水施設を廃止した場合 → 指定揚水施設廃止届出書（廃止後 30日以内に市町を経由して知事に提出）

指導要綱に基づくその他の届出

○ 揚水機を変更する場合 → 揚水機変更届出書（工事開始日の 30日前までに市町を経由して知事に提出）

○ 氏名住所を変更した場合 → 氏名等変更届出書（変更後 15日以内に市町を経由して知事に提出）

○ 揚水施設を承継した場合 → 揚水施設承継届出書（承継後 15日以内に市町を経由して知事に提出）

○ 揚水施設を廃止した場合 → 揚水施設廃止届出書（廃止後 15日以内に市町を経由して知事に提出）
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６  用語集 

 
浅井戸（あさいど） 
 一般的に、深度30ｍよりも浅い井戸を浅井戸と呼んでいる。 
 
角礫岩（かくれきがん） 
 角礫（角張った礫）からなる礫岩をいう。 
 
観測井（かんそくせい） 
 地盤沈下がどの深さにおいて、どの程度の速さで生じているか、また、地下水位の状態はどのよう

になっているかを観測するための井戸。地下に鉄管を埋設し、下部を堅い地層に固定してある。鉄管

を固定した地層から上の地盤が収縮すると相対的に鉄管が浮き上がる（抜上り）構造になっている。

また、鉄管内にフロートを浮かせて地下水位も測定している。 
 
関東地下水盆（かんとうちかすいぼん） 
 一つの大規模な帯水層又は帯水層群の分布地域を地下水盆という。この地域内の地下水は一つの連

続した地下水貯水池のような性質を示す。関東平野は、その地下が非常に大きな地下水盆になってい

ると考えられる。 
 
関東ローム層（かんとうろーむそう） 
 関東地方西縁の富士・箱根・愛鷹などの火山、北縁の浅間・榛名・赤城・男体などの火山から関東

平野に降下堆積した更新世中期以降の火山砕屑物やその風成二次堆積物をいう。 
 
凝灰岩（ぎょうかいがん） 
 火山灰が固結して生じた岩石をいう。 
 
洪積台地（こうせきだいち） 
更新世（約160万年～約1万年前）に堆積した地層（洪積層／更新統）からなる台地。 

 

地盤沈下（じばんちんか） 
 地下水や水溶性天然ガスなどが大量に揚水され、同時にその揚水に見合った水が補給されないため

に地層が収縮して地盤が沈下する現象。帯水層である砂礫層とその上下にある粘土層の両者の収縮の

複合により生じる。地下水の過剰な揚水に伴う地下水位低下にやや遅れて進行する。一般的に、地下

水位が回復しても収縮した地盤は完全には回復しない。 
 
シルト（しると） 
 粒径 1/16mm～1/256mm程度で砂と粘土の中間粒度の砕屑粒子。 
 
深層地下水（しんそうちかすい） 
 →被圧地下水 
 
水準点（すいじゅんてん） 
 水準測量によりその標高を決定している点。全国の国県道等の沿道に 2km おきに国土地理院によ

る一等水準点が設置され、その標高が 0.1mmまで決定されている。また、国土交通省では１kmごと

に道路水準点を設置している。なお、県では精密水準測量のため県南地域を中心に約 180の一級水準

点を設置している。 
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スクリーン（すくりーん） 
 帯水層や水脈から地下水を収水するために井戸内に作られた穴。観測井では特定の帯水層に限定し

てスクリーンを設定することで、帯水層毎の地下水位の変動を観測できるようにしている。ストレー

ナーともいう。 
 
砂（すな） 
 粒径２～1/16mm程度。礫とシルトの中間の大きさの岩片や鉱物片からなる粒子。シルトや粘土の

ような可塑性はない。 
 
精密水準測量（せいみつすいじゅんそくりょう） 
 地盤沈下観測のための水準測量で、測量法上は一級水準測量の精度を持つ。一級水準測量は、国土

地理院の実施する一等水準測量とともに我が国では水準測量のうち最も精度の高い方法であり、標高

を 0.1mmまで求める。誤差精度は、100kmの測量路線延長を持つ環で2cm以内となっている。 
 
世界測地系（せかいそくちけい） 
 2002（平成 14）年 4 月 1 日から採用された世界共通の測地基準系。電波星観測や人工衛星観測に

基づき設定されたもので、ITRF 座標系 GRS80 楕円体を位置の基準とする。日本測地系の経緯度と

世界測地系の経緯度では、東京付近で北西方向に約450ｍのずれが生じる。→日本測地系 
 
浅層地下水（せんそうちかすい） 
 →不圧地下水 
 
測地成果2000（そくちせいかにせん） 

 世界測地系に準拠して計算された基準点成果。日本測地系で生じていたひずみが解消されている。 
 
測地成果2011（そくちせいかにせんじゅういち） 

 「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」に伴い、顕著な地殻変動が認められた地域におい

て、国土地理院が設置している電子基準点（GPS連続観測局）、三角点及び水準点の成果を改定した成

果。 
 
帯水層（たいすいそう） 
 地層を構成している粒子の隙間が広く、かつ地下水によって飽和されている透水層。 
 
地下水面（ちかすいめん） 
 地下水本体の上表面。土中の隙間が水で完全に飽和した部分の上面。地下水面を有する地下水体を

自由地下水（不圧地下水）と呼び、その地下水面を自由地下水面（不圧地下水面）という。 
 
沖積層（ちゅうせきそう） 
 現在の河岸・海岸平野を最終的な堆積面とする堆積物。海岸平野地域では、約1万8千年前には海

水面は現在よりも 140ｍ程低く、河川はこの海水面に平衡する谷を形成した。その後、海水面の上昇

により河川は埋積され現在の平野となった。この平野を形成する埋積物が沖積層である。 

 

沖積平野（ちゅうせきへいや） 
 沖積層からなる平野。日本の沖積平野は、河川堆積物のほか海成堆積物、潟・湖などの堆積物から

なるものが含まれる。 
 
典型７公害（てんけいななこうがい） 
 「環境基本法」で規定されている公害。大気汚染、水質汚濁、土壌汚染、騒音、振動、悪臭及び地

盤沈下をいう。 
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東京湾平均海水面（Ｔ.Ｐ.）（とうきょうわんへいきんかいすいめん（てぃー.ぴー.）） 

 我が国の高さの基準面。測量法で東京湾の平均海面を標高 0ｍとすることとなっている。明治 6 年

から同 12 年にかけて東京湾霊岸島の潮位を観測した結果から平均潮位を定めた。現在は、三浦半島

油壷の験潮所の潮位をもって東京湾平均海水面としている。Ｔ.Ｐ.はTokyo Peil の略。 
 
透水層（とうすいそう） 
 水を通しやすい、または水が動きやすい地層。透水層のうち、水で飽和されているものを帯水層と

いう。 
 
2000年度平均成果（にせんねんどへいきんせいか） 

 日本測地系から世界測地系への移行とあわせて高さの基準となる国家水準点の標高が改定された。

これまで北海道を除く地域については昭和 44年度平均成果を、北海道については昭和 47年度平均成

果を使用していたが、最新の成果を基に地殻変動や地盤沈下による従来成果の不整合を解消し 2000
年度平均成果とした。 
 
日本水準原点（にほんすいじゅんげんてん） 
 日本の高さの基準となっている点。東京都千代田区永田町1－1に設置されている。平成23 年（2011 

年）東北地方太平洋沖地震による地殻変動により、その位置が移動した日本水準原点の原点数値を正

確な値に改め、その標高は24.3900ｍと定められた。なお、標高は、明治6年から同12年にかけての東

京湾霊岸島の潮位観測の結果定められた東京湾平均海水面を基準に設定されている。 
 
日本測地系（にほんそくちけい） 
 平成14年4月1日から採用された世界測地系以前の測地系。明治時代に5万分の1地形図を作るた

めに決定した回転楕円体（ベッセル楕円体）を位置の基準とするもの。日本測地系の楕円体の中心は

地球の重心と一致せず、また、過去100年間の地殻変動によるひずみが生じていた。→世界測地系 

 

粘土（ねんど） 
 粒径５μm以下の砕屑粒子。母岩が風化分解し、水溶性成分が失われた後に生成される。 
 
被圧地下水（ひあつちかすい） 
  帯水層の上下を不透水層又は難透水層と接していて地下水面を持たず、浸透地帯からの落差及びそ

の上位の地層の荷重により加圧されている地下水。一般に被圧地下水は地下深部にあるので深層地下

水とも呼ばれることがある。ただし、ごく浅層で被圧を受けていることもある。 
 
不圧地下水（ふあつちかすい） 
 不圧帯水層中に存在する地下水。自然状態では重力の作用よって流動する。一般的に、被圧地下水

よりも浅く地表面に近いことから、浅層地下水と呼ばれる。また、自由地下水ともいう。 

 

不圧帯水層（ふあつたいすいそう） 
 透水層中に地下水面を持つ帯水層。地下水面は地層中の空隙を通して大気と直接つながる。 
 
深井戸（ふかいど）  
一般的に深度 30ｍよりも深い井戸を深井戸と呼んでいる。 

 
礫（れき） 
 粒径２mm以上の砕屑粒子からなる堆積物の総称。角張った礫の場合は角礫と呼ぶ。 
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＜用語集出典及び参考資料＞ 

田島 稔編(1983)：図解 測量用語辞典 山海堂 

地学団体研究会編（1996）：新版 地学辞典 平凡社 

佐藤 邦明／岩瀬義朗編著(2002)：地下水理学 丸善(株) 

栃木県(2003)：栃木県水理地質書 

国土交通省国土地理院ホームページ 
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